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序 

　宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（都農～西都間）建設予定地にかかる埋蔵文化

財の発掘調査を平成11年度から実施しております。本書はその発掘調査報告書であります。

　本書に掲載した永牟田第２遺跡は、後期旧石器時代における文化層が４枚確認され、各

文化層において、多数の遺物が出土しております。特に、第４文化層は細石刃文化期に位

置づけられ、県内２例目となります細石刃核の打面再生過程が追える接合資料が、確認さ

れました。

　また、縄文時代早期におきましては、貝殻条痕文土器主体の文化層が確認されておりま

して、集石遺構が６基検出されました。

　ここに報告する内容は、今後、当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になるものと考

えられます。

　本書が学術資料となるだけでなく、学校教育や生涯学習の場などで活用され、また、埋

蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです。

　最後に、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関・地元の方々、並びに御指導・御

助言を賜った先生方に対して、厚くお礼申し上げます。

　　平成 18年 10月

　　　　　

宮崎県埋蔵文化財センター　

所　長　　清　野　　　勉　
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例　　言

１　本書は、平成 16年度に実施した東九州自動車道（都農～西都間）建設に係る永牟田第 2遺跡の発掘調

査報告書である。

２　発掘調査は、日本道路公団から委託を受けて宮崎県教育委員会が主体となり、宮崎県埋蔵文化財センター

が実施した。なお、日本道路公団は平成 17年 10 月 1日より分割民営化され、西日本高速道路株式会社

九州支社となったが、本報告書中では日本道路公団として記載する。

３　測量・空中写真・遺物実測は次の機関に委託した。

　　グリッド杭設定：（株）建設コンサルタント　ナガトモ

　　空中写真　　　：（有）ふじた

　　石器実測委託　：（株）九州文化財研究所

４　本書で使用した遺跡位置図は、国土地理院発行の 5万分の 1図を使用し作成した。確認トレンチ・遺跡

周辺地形図および、旧地形の復元図については日本道路公団作成の 1000 分の 1図を基に作成した。

５　本書で用いた座標は絶対海抜高であり、方位は座標北（G．N．）を基本とし、位置図等の一部に磁北（M．

N．）を使用した。

６　土層断面図および土器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』

による。

７　現地での実測・写真等の記録は、主に嶋田史子、小山　博が行ったほか発掘作業員が補助した。

８　本書使用の遺物実測図・トレース等は、嶋田が整理作業員の協力を得て担当した。

９　遺物写真の撮影は、今塩屋毅行の協力のもと、嶋田が行った。

10　遺物実測図の縮尺は次の通りとする。

　　石器実測図 … 1 ／ 2　土器実測図 … 1 ／ 3　を基本としたが、例外もある。

11　本書執筆・編集は嶋田が行った。

12　報告書作成にあたり、各製造メーカー、松戸市立博物館、 新富町役場、宮崎県営農支援課、宮崎県総合

博物館の方々の御協力を得た。

13　出土遺物その他の諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。
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第Ⅰ章　　はじめに

第１節　調査に至る経緯
　東九州自動車道（都農～西都間）は、平成元年 2

月に基本計画が出され、平成 9年 3月には整備計

画路線となった。さらに、平成 9年 12 月に建設大

臣から日本道路公団へ施行命令が出され、公団は翌

年の 2月から事業に着手している。その間、宮崎

県が遺跡詳細分布調査を行い、それに基づき埋蔵文

化財の保護について関係機関と協議を重ねた結果、

工事施行によって影響が出る部分については工事着

手前に発掘調査を実施することになった。調査は、

平成 11年度より宮崎県埋蔵文化財センターで行っ

ている。

　永牟田第２遺跡（24,600 ㎡）では、平成 11・

12 年度と 14 年度に確認調査を実施し、礫群等の

遺構や遺物が確認された。これを受けて平成 16年

12月 6日から平成 17年３月 29日にかけて、遺構・

遺物が認められた 1,450 ㎡の範囲の本調査を実施

した。

第２節　調査の組織
　永牟田第2遺跡の調査組織は次の通りである。

調査主体　　　　　　　宮崎県教育委員会

　　　　　　　　　　　宮崎県埋蔵文化財センター

所　　長　　　　　　　宮薗　淳一（平成16・17年度）

　　　　　　　　　　　清野　　勉（平成18年度）

副所長兼総務課長　　　大薗　和博（平成16年度）

副所長兼調査第二課長　岩永　哲夫（平成16～18年度）

副所長　　　　　　　　加藤　悟郎（平成18年度）

総務課長　　　　　　　宮越　　尊（平成17・18年度）

主幹兼総務係長　　　　石川　恵史（平成16・17年度）

総務担当リーダー　　　高山　正信（平成18年度）

調査第一課長　　　　　高山　富雄（平成16～18年度）

調査第一係長　　　　　谷口　武範（平成16年度）

主幹兼調査第二係長　　長津　宗重（平成16年度）

主幹兼調査第一係長　　長津　宗重（平成17年度）

調査第一担当リーダー　長津　宗重（平成18年度）

主幹兼調査第二係長　　菅付　和樹（平成17年度）

調査第二担当リーダー　菅付　和樹（平成18年度）

主査（確認調査担当）　戌亥　浩志（平成11・12年度）

　　　　　　　　　　　南中道　隆（平成14年度）

主査（調査担当）　　　小山　　博

主事（調査・報告担当）嶋田　史子

調査指導　　　　　　　小畑　弘己（熊本大学）

　　　　　　　　　　　泉　　拓良（京都大学）

　　　　　　　　　　　本田　道輝（鹿児島大学）

　　　　　　　　　　　田崎　博之（愛媛大学）

　　　　　　　　　　　柳沢　一男（宮崎大学）

　　　　　　　　　　　広瀬　和雄（国立歴史民俗博物館）

調査協力　　　　　　　一ツ瀬川土地改良区

第３節　遺跡の位置
　新富町は、宮崎県のほぼ中央部に位置し、一ツ瀬

川北岸の沖積平野と、原と呼ばれる洪積台地が占め

ており、洪積台地は町域の 3分の 2を占めている。

台地は、茶臼原面（海抜約 120 ｍ）、三財原面（海

抜約 90ｍ）、新田原面（海抜約 70ｍ）の三つに分

けられる。

　永牟田第 2遺跡は、三財原面の先端部付近に立

地し、新田原飛行場が広がる新田原面との境界付近

に位置する。三財原面は、小河川により開析された

いくつもの谷が目立ち、永牟田第 2遺跡も南東方

向に延びる小尾根上に位置している。

　永牟田第 2遺跡と勘大寺遺跡は谷を挟み対峙し、

また、谷部には永牟田第 1遺跡が広がる（第 2図）。

永牟田第１遺跡は、永牟田という字名が示すように、

「牟田」すなわち湿地であった地を、土地改良により、

耕作可能な地盤へとし、現在は水田（乾田）や牧草

地として利用されている。また、谷の付け根部付近

では湧水が見られる。

　一方、永牟田第2遺跡が立地する台地部分は、広

い平坦面を持ち、畑地に利用されていた。しかし、

これらの土地は耕作地として利用するにあたり、天

地返しや、谷部を埋めるなど、大規模な造成が行わ

れているため、本来の環境とは、大幅に変化してい

る。



－ 2 －

第４節　歴史的環境

（１）旧石器時代

　新富町内の後期旧石器時代は、東九州自動車道の

路線となる台地部分を中心に、調査が進み明らかに

なってきた。AT 上位の資料はもとより AT 下位の

資料の蓄積が進んでいる。AT 下位の文化層が確認

されている遺跡としては、音明寺第 2、勘大寺、永

牟田第 1、尾小原、上新開、東畦原第 1～ 3、西畦

原第２遺跡等が挙げられる。中でも、音明寺第 2

遺跡からは、アワオコシ層下から石器の出土が報告

されている。人工加工品であるか否かは議論の余地

もあるが、古い段階から人の活動があった可能性も

ある。

　AT 上位において、細石刃文化期の遺物は、新富

町を指標とする畦原型細石刃核の出土はないもの

の、多くの遺跡で、当該期の遺物が出土している。

（２）縄文時代

　縄文時代、中でも早期の遺構・遺物が多く確認さ

れている。遺跡は台地上に多いが、藤山第 2遺跡

や永牟田第 1遺跡のように低地にも立地しており、

集石遺構が検出されている。

　各遺跡における遺構のあり方は遺跡により異なっ

ており、落とし穴のみ（西畦原第 2遺跡）、集石遺

構と落とし穴（勘大寺遺跡他）、集石遺構と炉穴（向

原第 1遺跡）等、様々である。

　早期以降の遺跡は少ないが、近年の調査では、春

日地区第２地点遺跡において、「三万田式」・「御領

式」、向原第１遺跡、尾小原遺跡（三次）より、孔

列文土器等、後期後葉～晩期にかけての土器が出土

している。

（３）弥生時代

　弥生時代各時期における遺跡が確認されている。

前期は今別府遺跡から板付Ⅱ式の壺が出土してお

り、中期は、新田原遺跡において、瀬戸内系の土器

類と在地的な住居である花弁状住居が検出されてい

る。また、向原第１遺跡では、住居床面より炭化米

が検出されるなど、当時の食生活を知り得る資料も

増加している。水田の検出は無いが、谷部に位置す

る永牟田第１遺跡では、アカホヤ上の黒色土層での

植物珪酸体分析において「調査地点もしくはその近

辺で稲作が行われていたと考えられる」との所見が

得られている。流れ込みではあるが中溝式土器等が

約 200 点出土していることは興味深い。

　後期～終末期にかけての遺跡は少ないが、川床遺

跡は墓域を形成しており、円形周溝墓等が多数検出

されている。

（４）古墳時代以降

　新富町は古墳時代、祇園原古墳群をはじめとする

多くの古墳群が形成される。古墳の造営は、前期か

ら始まり、終末期まで続く。古代においては、国府

が置かれていた西都市に近いこともあり、交通の要

所となっていたことは想像に難くない。また勘大寺

遺跡、音明寺第 1・第 2遺跡においては、道路状遺

構が検出されている。

　近世においては、羽柴秀吉の九州進出により、現

在の日置・三納代・上下富田地区が秋月高鍋藩に、

新田地区は島津佐土原藩に分かれた形で支配される

ことになった。

（５）近世以降

　明治 20年頃から、四国地方の人々を中心に入植

があり、広大な台地の開拓が行われた。新田原地区

には、大正７年に高知からの移住があったと記録さ

れている。

　また、遺跡に近接する新田原飛行場は、その前身

である陸軍飛行場建設が昭和 13 年に着工された。

昭和 20 年 3月 18 日に始まった米空軍の度重なる

爆撃により、新田原飛行場は、徹底的に破壊され、

航空基地としての機能を失った。戦時中の爆撃を物

語る「弾頭」が今回の調査でも確認されている。ま

た、永牟田第２遺跡近くには、戦時中、戦闘機を格

納する掩体壕があったという。

　戦後、飛行場は一時は農地に解放されたが、昭和

32 年航空自衛隊基地として使用されることが決定

し、現在に至る。
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１．永牟田第２遺跡　２．永牟田第１遺跡　３．永牟田遺跡　　　４．勘大寺遺跡　　　５．新田原遺跡
６．尾小原遺跡　　　７．向原第１遺跡　　８．向原第２遺跡　　９．藤山第１遺跡　　10．藤山第２遺跡
11．宮ノ東遺跡　　　12．瀬戸口遺跡　　　13．春日第２遺跡　　14．上新開遺跡　　　15．西畦原第２遺跡
16．西畦原第１遺跡　17．東畦原第３遺跡　18．東畦原第２遺跡　19．東畦原第１遺跡　20．音明寺第２遺跡
21．音明寺第１遺跡　22．牧内第２遺跡　　23．牧内第１遺跡　　24．小並第２遺跡　　25．小並第１遺跡
26．唐木戸第３遺跡　27．唐木戸第４遺跡

第１図　周辺遺跡位置図（3・5・12・13 以外は東九州自動車道関連遺跡）（Ｓ＝ 1／50,000）
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第Ⅱ章　調査の方法と経過

第１節　　確認調査の概要
　平成 11・12 年度と平成 14年度の 2回に分けて

確認調査が行われた。

　平成 12年 3月 23 日～ 29日、6月 5日～ 12日

の期間に C区、D区、F 区を、8月 1 日～ 4 日、9

月 20日～ 10月 2日に E区の確認調査を行った（第

2図）。24,600 ㎡のうちの 610 ㎡をトレンチ調査

により掘削した。その結果、大半が大規模な天地返

しを受けており、本来の土層を確認することはでき

なかった。また、天地返しを受けていない箇所にお

いても、D区の廃土中より土師器 1点、F 区から、

古墳時代のものと思われる土師器数点（第 3図 1・

2）、いわゆる擬似糸切りの土師皿底部 1点（第 3

図 3）、薩摩焼きの土瓶の口縁部、底部（第 3図 4・5）

が数点出土したのみであった。出土位置や出土状況

を考えると、流れ込みである可能性が高く、また遺

構の検出もなかったことから、本調査からは除外と

なった。

　ただ、E区の調査の際に、北側露頭部分において、

赤化礫が検出されており、さらに北側に続くことが

予想された。そこで、平成 14年度に墓地・畑地が

近接しているため保留とされていた A・B区の確認

調査が行われた。その結果、アカホヤ下からは赤化

礫、さらに AT下からも礫群が確認され、本調査を

行うこととなった。

　本調査は、平成 16 年 12 月 6 日から平成 17 年

3 月 29 日まで行った。整理作業を平成 17 年 5 月

から行い、7月からは東畦原整理作業事務所にて、

礫の整理を行った。そして、平成 18年 5月に原稿

を終了させた。

　また、本調査の成果報告として平成 17年 7月 9

日に新富町教育委員会と合同で、永牟田第 2遺跡・

勘大寺遺跡（二次）・尾小原遺跡（三次）・藤山第 1

遺跡の遺跡報告会を行った。

25 26

27

Ｆ区Ｆ区

Ｅ区Ｅ区

露頭露頭

Ｃ区Ｃ区
Ａ区Ａ区

Ｂ区Ｂ区
Ｄ区Ｄ区

永牟田永牟田
第１遺跡第１遺跡

勘大寺遺跡勘大寺遺跡
（二次）（二次）

Ｆ区

Ｅ区

露頭

Ｃ区
Ａ区

Ｂ区
Ｄ区

永牟田
第１遺跡

永牟田永牟田
第２遺跡第２遺跡
永牟田
第２遺跡

勘大寺勘大寺
遺跡遺跡

    （一次）（一次）

勘大寺
遺跡

  （一次）

勘大寺遺跡
（二次）

第２図　確認調査トレンチ配置図および周辺の遺跡
（Ｓ＝ 1／2,000）
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第２節　調査の概要と経過
　Ⅰ層（アカホヤ）上面にて遺構検出を行った後、

Ⅰ層除去を重機にて行った。その結果、Ⅱb層（ML1）

より散礫と集石遺構 6基が検出された。Ⅲ～Ⅳ層

（Kr-kb）において、細石刃および細石刃核、黒耀石

チップが集中して出土した。Ⅵ層（MB1）では礫

群を検出している。これらの遺構・遺物は、すべて

Ａ区南半において確認されている。

　AT 下位のⅨ～Ⅹ層（ＭＢ２～３）では、礫群が

Ａ区全体に広がり、石器ブロックも確認されている。

さらに、ブラックバンド下のⅩⅠ層（ＭＬ３）上面

からも、礫群が検出されている。

　整理作業では、水洗い・注記・土器及び石器の接

合を行った。また、礫についても同様の作業を行っ

た。遺物の実測は、土器と礫塊石器をセンター内で、

その他の石器類については、実測委託により行った。

【本調査日誌抄】

平成 16 年

12 ／ 6 ～ 8 重機にて駐車場・調査区の整備。
無遺物層除去。

12 ／ 8 調査区南側で切干し大根干しが本
格的に始まる。

12 ／ 13 作業員を入れての調査を開始。

12 ／ 15 調査区西側にサブトレンチを入
れ、土層及び礫の検出状況を確認。

12 ／ 21 集石遺構を検出。

平成 17 年

1 ／ 11 ゴミ穴から、多くのガラス瓶や食
器が出土した。

1 ／ 13 集石遺構を新たに 2基検出。

1 ／ 17 A 区北側を重機にて小林軽石層ま
で掘削。

1 ／ 20 A 区南側の小林面より黒耀石チッ
プがまとまって出土する。併行し
て行っていたトレンチ調査にて、
ブラックバンド中から礫が検出さ
れた。

2 ／ 3 C 区を重機にて掘削し、AT 下で
の遺物・遺構の有無の確認を行っ
たが、成果は得られなかった。

2 ／ 4 黒耀石のチップが出土した部分を
更に南側へ３ｍ程拡張した。また、
A 区斜面下方を、Ⅹ層（MB ２）
まで掘り下げ。

2 ／ 17 Ⅵ層（MB１）より礫群検出。

3 ／ 4 A 区北側のⅩⅠ層（ＭＬ３）上面か

ら礫群を検出。

3 ／ 12 空撮

3 ／ 16 今まで、遺物・遺構の検出が確認
されなかった斜面下方（調査区北
側）にて、Ⅹ層下（MB3）より礫
群と剥片を検出。

3 ／ 25 現場撤収。

3 ／ 29 埋め戻し完了。

第３図　確認調査出土遺物実測図（Ｓ＝ 1／3）
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第Ⅲ章　調査の記録

第１節　調査の概要
　本遺跡では、良好な火山灰の堆積が見られ、後期

旧石器時代においては、4期にわたる文化層を、縄

文時代では早期の文化層を確認した。後期旧石器

時代の文化層は以下の通りである。①ⅩⅠ層（ML3）

より、礫群と礫塊石器を検出。②Ⅸ～Ⅹ層（MB2～

MB3）より、礫群と石器類を検出。③Ⅵ層～Ⅶ層（MB1

～ML1）においては、角錐状石器、ナイフ形石器と、

礫群を検出。④Ⅳ層（kr-kb）からは、細石刃・細石

刃核が出土した。AT上においては、A区南半分の

みに、遺構・遺物が集中しているのに対し、AT下

では、A区全体に礫群・遺物が広がりをみせた。

　縄文時代においては、散礫と集石遺構が A区南

側に見られ、石鏃や磨石、縄文時代早期の土器であ

る貝殻条痕文土器が出土している。1点のみ無文土

器が混ざるが、貝殻条痕文土器が主体である。

　グリッド配置は、10m間隔で東西方向にアルフ

ァベットで北から南に算用数字を配した（第 4図）。

第２節　基本層序
第４図　グリッド配置図

D5

D4

D3

D2

E2

E3

C5

C3

C4

B4

B5

層　　名 東九州層序 文化層 所　　見
表土

クロボク層 黒色土。しまり、粘性ともに無し。

二次アカホヤ層 褐色土。しまり、粘性ともに無し。

第Ⅰ層：アカホヤ層　黄褐色土　 K-Ah 鬼界アカホヤ火山灰。

第Ⅱａ層：黒褐色土（10YR2/2） MB0 しまりは非常に強い。アカホヤ火山灰が混じる。

第Ⅱｂ層：黒褐色土（10YR2/3） ML1 縄文時代早期 しまりは非常に強い。

第Ⅲ層：褐色土（10YR4/4） ML1
4

やや粘性があり、よくしまっている。

第Ⅳ層：暗褐色土（10YR3/3） kr-kb
粘性は無く、よくしまっている。斜面下方では kr-kb ブロックが僅かに含まれ
る程度である。遺物も含まない。

第Ｖ層：暗褐色土（10YR3/4）
MB1 3

粘性がややあり、よくしまっている。黒色のブロックが入る。

第Ⅵ層：黒褐色土（10YR2/3） 粘性がややあり、よくしまっている。黒色のブロックが入らない。

第Ⅶ層：２次堆積ＡＴ層 ML1 径１～２ｃｍの水玉模様が入る。強くしまっている。

第Ⅷ層：ＡＴ層 AT 姶良 Tn火山灰

第Ⅸ層：暗褐色土（7.5YR4/3） MB２
2

白色粒子を多量、橙色粒子を僅かに含む。しまりは非常に強い。

第Ⅹａ層：
褐色土（7.5YR5/6）

第Ⅹｂ層：
褐色土（7.5YR4/4） MB３

Ⅹａ層：Ⅸ層との境目には、白色パミスが少量含まれる。粘性があり、非常に
強く締まっている。Ⅹｂ層に比べ褐色味が強い。
Ⅹｂ層：斜面下方にのみ堆積している。２ｃｍ程の水玉模様が入る。しまりは
Ⅹａ層に比して、やや弱くなり、粘性は僅かである。また、Kr-A ｗと思われる
３～４㎜の暗赤褐色のパミスを含む。

1

第ⅩⅠ層：暗褐土（7.5YR5/6） ML ３
Kr-Aw のパミスが斑状に入る。しまりは良いが、Ⅹａ・ｂ層に比べて弱い。粘
性は無く、小石が混じる。

第ⅩⅡ層：アワオコシ Kr-Aw 非常に硬くしまっており、粘性は無い。

第ⅩⅢ層：黄褐色土（10YR5/6） よくしまっており、小石が混じる。

第ⅩⅣ層：イワオコシ Kr-Iw 非常に硬くしまっており、粘性は無い。

粘質土
礫層

第５図　基本土層図
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第６図　旧地形復元図（Ｓ＝ 1／1,600）
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第３節　旧地形の復元
　確認調査・本調査により得られた所見、地形図、

地権者の話をもとに旧地形の復元を試みた（第６図）。

　現在の永牟田第２遺跡は、畑地として利用されて

いた箇所が大半を占めており、平坦な地形を呈して

いる。しかしながら、確認調査の結果、E区におい

ては、ほとんどが谷で占められており、現状は、そ

の谷を客土で埋めた状態にあることがわかった。こ

れは近隣住民による、「土地改良時に谷を埋めた」

という証言と合致する。大規模な谷であり、かなり

の労力を要したことが想像される。

　また、C区から B区にかけては浅い谷が入ってお

り（土層 A・B・Cライン）、総合的に周辺地形図と

見合わせると、小規模な谷が入り組む台地の縁辺部

の様相を呈していることが分かる。

　よって、今回本調査を行った A区については、

小尾根の付け根の平坦部分から、先端部分にかけて

位置している。また B区については、浅い谷を横

断するように位置している。

第４節　後期旧石器時代の調査
１．礫群の捉え方
　旧石器時代の主な遺構の一つとして礫群がある。

今回の調査において、調査区内にて検出された礫に

ついては、ほぼすべてを礫群の対象として扱ってい

る。というのも、宮崎県内の礫群の特徴として、礫

が密集した形態をとる礫群が少ない（立神2005）。

よって、礫群として捉える単位を認定するのが困難

である場合が多い。そこで、今回はすべての礫を取

り上げ、位置を記録し、整理作業段階において接合

関係や、調査区全体としての礫の分布を把握するこ

とにより礫群の単位を考えることにした。

２．石器に関する石材分類
石材Ａ ：黒色味が強く緻密である。触感は滑らか。

周辺遺跡にて、頁岩またはホルンフェルスと分類さ

れている石材。

石材Ｂ ：灰白色の緻密な石材で、白い筋や白斑

が入るものがある。頁岩またはホルンフェルスと分

類されている石材。

石材Ｃ ：灰白色の緻密な石材で、細かな白点が

入る。触感は比較的滑らか。ホルンフェルスと分類

されている石材。

石材Ｄ ：触感がざらつく灰～灰白色の石材で、

周辺遺跡ではホルンフェルスと分類されているもの

を一括した。灰白色・暗灰色の筋が入るもの、黄色

く風化したもの等含まれ、その外見は様々である。

石材Ｅ ：白色の石材で、触感はざらつく。流文

岩と分類されているもの。

石材Ｓ ：砂岩

石材Ｏ ：尾鈴山酸性岩類

黒耀石Ａ：アメ色を呈するもの（Ａ－１類）と、

青みがかった黒色で時に縞模様が入るもの（Ａ－２

類）がある。いずれも透明度が高い。桑ノ木津留産

と想定される。

黒耀石Ｂ：透明度が低い黒色のもの（Ｂ－１類）。

腰岳産が想定される。中に、球顆（1～ 1.5 ㎜）を

含むもの（Ｂ－２類）がある。

黒耀石Ｃ：黒色で不純物を多く含むもの。日東産

が想定される。

黒耀石Ｄ：風化面が錆色を呈する。阿蘇産が想定

される。

黒耀石Ｅ：不透明な乳白色を呈するもの。姫島産

が想定される。

３．第１文化層（AT下①）
調査面積　Ａ区全面（800 ㎡）

包含層　　Ⅹ a 下部～ⅩⅠ層上面（ＭＢ３下部～Ｍ

Ｌ３上面）

【礫群】

　第１文化層における礫群は、礫の密集度合が高い

ものが１基（礫群１）検出されている。そして、そ

の周辺に散礫（礫群２）が分布しており、礫群１と

接合関係が見られたため、同一文化層の礫群として

捉えている（第 7図）。また礫群１の中でも多数の

礫が接合している。

　礫群１・２は、他の文化層での礫群が砂岩主体で

構成されているのに対し、ホルンフェルスを多用し

ている（表３）。また、礫群内および周辺の土から

は微細な炭化物が検出されている。
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ⅩⅩa
ⅩⅠ
ⅩⅡ

Ⅸ
Ⅹa
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ⅩⅡ

Ⅸ

Ａ

礫群２

礫群１

7

6

8

Ｘ=-100530Ｘ=-100530

Ｙ=41540

Ｙ=41540

…敲石状礫

第８図　礫群１実測図（Ｓ＝ 1／30）

【出土遺物】

　礫群２の中に混じり出土している。遺物は、台石、

敲石の礫塊石器群で占められている（第９図）。また

今回、敲石と認定したものは、使用痕が明瞭に残る

ものとしたが、それ以外にも使用痕の見られない敲

石状の礫（以下敲石状礫）が数点出土している。

４．第２文化層（ＡＴ下②）
調査面積　A区全域（800 ㎡）・B区トレンチ（6㎡）

を対象。

包含層　　Ⅸ層～Ⅹ a・Ⅹｂ層上部（ＭＢ２～ＭＢ

３）。特に、Ⅸ層とⅩａ・Ⅹｂ層の間に

は遺物・礫を多く含んでいる。

　遺構や遺物の広がりは、集中区（エリア 1～ 3）

を持ちながら A区全体に見られる（第 10 図）。ま

た B区においても礫群が検出されている。

　以下エリア別に、礫群について記述する。

6 7

8

Ｌ=86.2ｍ

Ｌ
=8
6.
2ｍ

第７図　第１文化層遺構分布図・土層断面図
（Ｓ＝ 1／40）

第９図　第１文化層遺物実測図（Ｓ＝ 1／3）
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【礫群と出土遺物】
（１）エリア１

　A調査区南側（斜面上方）に広がる礫の分布は、

中央に空間を持ち、径 15ｍ程の環状となっている

（礫群 3）。このような環状に広がる礫の分布は、同

じ新富町内の東畦原第３遺跡においても確認されて

いる。

　礫群を構成する礫は、完形もしくは僅かに割れが

見られるのみの、完形に近い礫が約半数を占める。

石材比率は、約半数が砂岩で、尾鈴酸性岩類とホル

ンフェルスが続く。赤化度合は低く、激しく赤化し

ているものは、ごく僅かである（表 3）。また、接

合関係は、近隣の礫と僅かに見られるのみである。

　遺物の分布は今回、出土した遺物のすべてを表示

していないが（第 10図）礫群とほぼ重複しており、

石器ブロック 1を含んでいる。また、その他の剥

片や敲石・敲石状礫が、石器ブロック 1付近を中

心に礫群 3の西半分に多く分布する。

（２）エリア２

　A区の北側に位置する。散在した状態の礫群が大

きく 4つのまとまりをもって広がる（礫群 4～ 7

第 11 図）。礫群 5は、確認調査時に検出していた

もので、台石（第 15 図 43）を含み、敲石状礫が

近くで検出されている。礫群 7においては、石核 1

点と、敲石（第 15 図 35）が出土している。やは

りこの礫群でも、敲石状礫が 5点出土している。

（３）エリア３

　調査区北側を拡張した部分において、礫群 8を

検出している（第 11 図）。散在した礫の中に石器

が含まれる。石材Ｄの大型剥片で占められる。図化

したもの（第 15 図 32．33）の他にもう 1点同様

の大型剥片が出土している。

（４）B区

　B区の調査範囲は、調査範囲が狭小である上に、

畑と農道に囲まれており、安全面からも全面を調査

することができない状況にあった。そこで、確認調

査にて、礫が検出された付近にトレンチを設定し（第

2図参照）、掘削した。

　その結果、北側トレンチのⅩ層下部において礫を

8点確認した。南側トレンチからは、礫・遺物の出

土は無く、北側トレンチと約0.7ｍ高低差が見られる。

C区での状況と同様（第3節　旧地形の復元を参照）

浅い谷が入っていることが想定され、検出された礫

は、谷への落ち際付近に位置すると考えられる。

【出土遺物】（第 12図～ 15 図）
接合資料１（第 12図 9～ 13）

　エリア 1の礫群 3にて検出した石器ブロック 1

での接合資料である。

　スクレイパーと剥片 9個が接合している。

【作業工程】

①　5㎝程の半截礫を利用し、平坦な礫面を打面と

して、10・12 の寸詰まりの剥片を剥離。これ

らは、目的剥片であると推定される。（その間

の剥離において 11も剥がれる。）

　また、12 は石器ブロック 1から離れた位置

より出土している。

②　①と同じ打面から製品を含む剥片 9を剥離す

る。

③　9の裏面から薄い剥離を繰り返し、整形する。

④　③と同じく裏面側から刃部調整を施すが、折れ

が生じ、製作を終了している。結果 13のスク

レイパー欠損品が残る。

　また、ブロック 1には、これらの接合資料 1と

同一母岩であると思われる剥片類が 10点程含まれ

ている。これらは礫面を残し、厚さ・大きさが不揃

いであり、接合関係は見られないものの、スクレイ

パー製作に関わる剥片である可能性が高い。

　14・15 は側面に礫面を残す、寸詰まりの剥片で

ある。15 の下方は折れているが、これらは接合資

料 1の 12 などと大きさが似る。いずれも作業面調

整が施される。17 ～ 22 は縦長の剥片である。17

～ 19 は側縁に微細剥離痕が見られる。また、16・

19・21・22 には作業面調整が施される。これらの

縦長・寸詰まりの剥片類は石材 A・B・Cが使用さ

れている。また、分布は礫群３の西半に多く見ら
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第 13 図　第２文化層遺物実測図②（Ｓ＝ 1／2）

れる傾向がある。23は大型剥片の接合資料である。

３点が接合しており、いずれも石器ブロック１付近

にて出土している。打面を変え、幅広の大型剥片を

剥離している。25は黒耀石 Dの石核である。全面

風化している。

　26～ 28は石核である。26は片面に礫面を残し、

裏面側からの薄い剥離が施される。27 は表裏面・

側面に礫面を大きく残している。周縁には礫面除去

するような薄い剥離が見られ、これらの小剥片も近

くから出土しており接合関係が見られる。28 は裏

面側から剥離を行っており、表面には礫面が残る。

　29 は片面に礫面を残す厚手の剥片を素材とした

スクレイパーである。一緒に出土した調整剥片 1

点と接合している。両側縁には、裏面から細かな剥

離を施し、刃部を作り出している。30は礫器である。

表面の剥離は、敲打によるものか風化によるものか

は不明である。31 は、尾鈴山酸性岩類製の礫器で

ある。風化が極めて激しい。宮崎県内において尾鈴

山酸性岩類の剥片石器への利用は、この資料が最古

例となる（藤木 2006）。

　32・33 は大型の剥片である。エリア 3の礫群中

に混じる。この他にも図化していない大型剥片があ

り、やはりエリア 3にて出土している。石材Ｄを

使用している。

　34 ～ 42 は敲石である。すべて砂岩の円礫や棒

状礫を使用している。各エリアから出土しているが、

エリア１の西半には特に多く見られる。また、敲石

状礫も同様、エリア 1の石器ブロック１付近に多

く出土している。

　43 は尾鈴酸性岩類を利用した台石であり、エリ

ア 2の礫群 5より出土している。使用面を上面に

して検出しており、近接して敲石状礫が出土してい

る。

0 10cｍ
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第 16 図　第３文化層遺構分布図・土層断面図（Ｓ＝ 1／140）

５．第３文化層（AT上①）
対象面積　Ａ区南半（350 ㎡）

包含層　　Ⅵ～Ⅶ層上面（ＭＢ 1～ＭＬ 1上面）

【礫群】（第 16・17 図）

　分布は、大きく分けて 2つ（エリア 1・2）に分

かれる（第 16 図）。これらの礫群に石器が伴う。

礫の検出状況としては、集中区を持つものの、散在

した状況である。

　エリア 1の礫群 9は、完形礫か完形に近い礫が

大半を占め、接合関係も僅か 1点であるのに対し、

エリア 2の礫群 10 ～ 12 は、破砕した礫が多く礫

群内、礫群間（礫群 11・12 間）で接合関係が見ら

れる。礫群11は比較的大きな礫で構成されており、

石器ブロック 2を含んでいる。またエリア 1の礫

群 9は、第 4文化層の遺物集中区と平面・垂直分

0 7ｍ
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第 17 図　第３文化層礫群実測図（Ｓ＝ 1／40）

布とも一部重複している。

【出土遺物】（第 18図～ 21 図）

　44～ 48 は、角錐状石器である。44・45 は縦長

剥片を素材としており、その他は幅広の剥片を使用

している。単一の打面から断面逆三角形を作り出す

ように整形されている。47の周縁は鋸歯状となる。

48は黒耀石 Aを素材とする超小型品で、左側縁部

には微細剥離痕が見られる。49 ～ 51 は、横長剥

片を素材としたナイフ形石器である。49 は国府型

ナイフで、打瘤の残る裏面側から平坦剥離を施して

いる。また右側縁には細かな剥離が見られる。50

は表面側からの平坦剥離で成形されており、両側縁

に細かな剥離痕が見られる。51 は小型品で、先端

部付近に微細な剥離痕が見られる。また、基部調整

が表面側から施される。
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第 19 図　第３文化層遺物実測図②（65はＳ＝ 1／3，その他はＳ＝ 1／2）

　52は、素材面を広く残し、断面三角形を呈する。

53 は、幅広の剥片であり、作業面調整が施されて

いる。54～ 57 は石核である。54は求心状に剥離

を施している。55 は礫面を広く残しており、長軸

12cm 程の楕円礫を素材としていることがわかる。

裏面または表面の剥離面を打面とし、幅広の剥片を

剥離している。56 は細長く、表裏面に平坦面を持

つ石材を使用している。その平坦な礫面を打面に、

3～ 4㎝の作業面幅に収まる寸詰まりの剥片を剥離

した後、剥離面の稜を除去するような作業面調整

を施している。57 は半截礫を素材としている。図

化していないが礫面除去のための剥片が出土して

おり、接合する。58・59 は片面に礫面を残した縦

長の剥片である。60・61 は、右側縁に微細な加工

が見られる剥片である。63 は縦長剥片を素材とし

た削器である。裏面から刃部の加工を行っている。

64 は掻器である。基部が折れ、破損した状態で出

土し、まとまって出土した３点が接合している。片

面に礫面を大きく残し、縦長で端部に向け幅を増す

剥片を使用している。刃部は裏面側から連続的な平

坦剥離を施している。刃部には、潰れのような痕跡

が見られる。65 は台石であり、明瞭な敲打痕が観

察できる。以上の遺物は、すべてエリア１から出土

している。
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第 22図　第４文化層遺物分布図（Ｓ＝ 1／100）・土層断面図（Ｓ＝ 1／60）

接合資料２（第 20図 67 ～ 70）

　エリア２の礫群11と礫群12中に含まれる。（67

が礫群 12でその他は礫群 11で出土）13㎝弱の半

截礫を利用している。もう片方の半截礫の資料とし

ては 70があり、これも接合している。

【作業行程】

①　分割面を打面として、69を剥離。

②　①により作り出された面を打面に 68を剥離し

ている。

③　①の剥離と前後関係は不明であるが、打面を

180 度回転させ、礫面を打面として 67の幅広

の剥片を剥離している。

③　②の剥離後、分割面を打面として、69を剥離し、

打面調整を行い、作業を終えている。

　剥片剥離技術としては、剥離面を打面とした

剥離と、礫面を打面とした剥離が行われている。

前者では、小型で厚みを持つ剥片を獲得、後者

では、幅広で薄手の剥片を獲得している。打面

は異なるが、いずれも広い分割面を作業面とし

て剥片剥離を行っている。

　71 ～ 76 は大型の剥片類である。いずれもエリ

ア 2にて出土している。

　以上のように製品石器・小型剥片類はエリア１、

大型剥片類や接合資料 2はエリア２に分布してお

り、異なる状況が見られる。
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６．第４文化層（AT上②）
対象面積　A 区南半（350 ㎡）

包含層　　Ⅲ層～Ⅳ層（ML1～ kr-kb）

【礫群】　　なし

【遺物出土状況】（第 22図）

　A区南側において黒耀石のチップが集中して出土

した（第 22 図トーン部分）。黒耀石集中区を南側

に 5ｍ程拡張したところ、依然分布は続き、更に

広がる様子であった。

　第 4文化層の石器は平面・垂直分布とも第 3文

化層の遺物の分布と重複しているため、それぞれの

文化層の遺物を明瞭に区分することが困難な状態に

あった。よって、第４文化層の設定は、細石刃・細

石刃核を抽出することによって行った。

　主な出土遺物は細石刃 12点、細石刃核 7点であ

る。細石刃核は、黒耀石のものが大半を占めるが、

石材 Bを使用した船野型も 1点含まれる。平面分

布は、黒耀石集中区内に収まり、また垂直分布にお

いても差異は確認できなかった。

【出土遺物】（第 23図）

　6点の黒耀石製細石刃核のうち、5点が黒耀石Ａ

１点が黒耀石 Bである。いずれも素材面を残して

おり、その形態から 2㎝前後の小礫もしくは分割

礫を素材としていると考えられる。

　黒耀石製細石刃核は以下のように分類できる。

Ａ－１類

　作業面側から打面調整を行い、細石刃を剥離する。

　複数作業面をもつ。

　　A － 1a 類　偏平なもの（80・81）

　　A － 1b 類　断面三角形のもの（79）

Ａ－２類

　A－1類と同様な特徴を持ち、打面再生が行われる。

　（接合資料 3）

Ｂ類

打面調整を行わず、細石刃を剥離するもの。単一

の作業面である（82・83）。

接合資料３

　黒耀石 A使用の細石刃核 (78) で、打面再生剥片

(77) と接合する。このような接合資料は、川南町

に所在する赤石・天神本遺跡に次いで県内では 2

例目の出土である。

【剥離工程】

①　作業面側からの打面調整を行った後、細石刃剥

離する。作業面調整も見られる。

②　打面転移を行う。

③　打面調整後、幅広な剥離を行う

④　77を剥離して、打面再生を図る。

⑤　78 を石核とし、打面調整後、細石刃の剥離も

しくは、作業面調整を行う。

　84 は船野型細石刃核である。礫の分割面を利用

した平坦な打面から剥離が施されている。作業面は、

長軸両端に設定されている。下縁調整も認められる。

また、この石核は 2つに割れて出土している。

　85 ～ 94 は細石刃である。石材は 85 ～ 91 が黒

耀石 Aで、92～ 94 は石材 Bである。90は頭部調

整を行っており、他の細石刃に比して幅が広めであ

る。また 86の側縁には、微細剥離痕が見られる。

　その他多量に出土している、黒耀石製チップの石

材内訳は、表 1のとおりである。黒耀石 Aが大半

を占める。また、これらのチップ類には頭部調整を

施した痕跡のあるものもあり、細石刃剥離に伴うと

思われる調整剥片が多く含まれる。

表１　黒耀石産地別出土内訳表

黒耀石
A-1

黒耀石
A-2

黒耀石
B-1

黒耀石
B-2

黒耀石
C

黒耀石
D

54.6 g 90.9 g 5.87 g 2.91 g 0 0

35.4 % 58.9 % 3.8 % 1.9 % 0 % 0 %
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第 23図　第４文化層遺物実測図（Ｓ＝ 1／2）

文化層 エリア 総礫数
（個）

重量
（ｇ）

石材
（％）

礫面残存率
（％）

赤化度
（％）

重量別礫組成
（％）

尾鈴酸
性岩類 砂岩 ホルン

フェルス その他 80－100
（％）

未赤化～
弱赤化
（％）

1－
50
（ｇ）

51－
300
（ｇ）

301－
600
（ｇ）

601－
1000
（ｇ）

1001
（ｇ）
以上

2000
（ｇ）
以上

第1文化層 147 57,246 19 23.8 55.7 1.3 53.9 45.6 18.8 50 29.7 14.8 3.1 2.3

第2
文化層

エリア１ 373 270,966 24.7 38.1 36.8 0.4 61.5 57.5 7.9 43.3 26.7 12.1 6.7 3.3
エリア２ 51 17,628 9.8 60.7 14 1 43 78.4 13.7 52.9 9.8 15.7 5.9 2
エリア３ 40 21,368 22.5 32.5 30 2.5 75 65 10 37.5 32.5 7.5 7.5 5

第3
文化層

エリア１ 21 3,700 19 33 47.6 0 95 33 33.3 52.3 4.8 9.5 0 0
エリア２ 173 26,872 10.9 57.8 28.3 2.8 5 44 64.2 26 3.5 1.7 3.5 1.2

表３　礫群エリア別礫構成表

ナイフ形
石器

角錐状
石器 細石刃 細石刃核 二次加工

剥片 剥片 石核 掻器 削器 敲石 台石

第１文化層 － － － － － － － － － 2 1
第２文化層 － － － － － 19（39） 3 1 1 9 1
第３文化層 3 5（１） － － 2 14（30） 5(1） 1 1 － 1
第４文化層 － － 10（２） 7 － 4 2 － － － －

3 6 12 7 2 106 11 2 2 11 3
（　）内は、未掲載資料点数　

表２　後期旧石器時代石器組成表

0 10cｍ
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第５節　縄文時代早期の調査
調査面積　A区南半分（350 ㎡）

包含層　　Ⅱ b層～Ⅲ層

　A区南半において、縄文時代早期の遺構・遺物が

検出された。遺構は、集石遺構 6基、土坑４基を

数える（第 24図）。

　主な遺物として、貝殻条痕文土器・無文土器・石

鏃が確認された。貝殻条痕文土器がほとんどを占め、

無文土器は 1点のみ出土した。

【集石遺構】（第 25図）

　散礫はⅡ b層において、A区南半にて検出された。

それらのやや下層より集石遺構 1～ 6を検出して

いる。集石遺構 1～ 4は近接しており、近くには

土器集中区が見られる。一方、集石遺構 5・6は南

112

116

集石５

集石６

114

111

103

102

101

106

105

113

108
109

集石１

…Ⅰa類
…Ⅰb類
…Ⅰc類
…その他の遺物

集石４

土器集中区

集石３

集石２

104

Ｘ=
-10
054
0

87.
00ｍ

87.50
0ｍ

Ｘ=
-10
054
0

Ｘ=
-10
053
0

Ｘ=
-10
053
0

Ｙ
=41540

Ｙ
=41540

Ｙ
=41550

Ｙ
=41550

第 24図　縄文時代早期遺構・遺物分布図（Ｓ＝ 1／140）

0 7ｍ
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側拡張区にて検出しており、貝殻条痕文土器（105）

を 1点伴う。

　各集石遺構の詳細については、表 4にまとめて

いる。掘り込みについては、集石遺構 1において

は礫の密集度合いが高く、その礫の埋まる範囲を掘

込ラインとして認定したが、平面的に見て、明瞭な

プランが見られるものではなかった。その他の集石

遺構（集石２～６）では掘込を持たず、礫は散在し

ている。　　　

　石材は、集石遺構１が尾鈴山酸性岩類主体で構成

されているのに対し、その他の集石遺構は、砂岩や

ホルンフェルスの礫で構成されている。このように

集石遺構１は、他の集石遺構とは様相が異なる。

　その他検出された遺構としては、土坑が4基ある。

黒いシミ状のプランが見えたが、堀込は浅く不明瞭

であった。

【出土遺物】（第 26図）

　遺物は、Ⅱｂ層から、土器、石鏃、剥片、磨石が

出土している。　　　　

　土器は、貝殻条痕文土器（Ⅰ類）と無文土器（Ⅱ

類）が出土している。Ⅰ類の土器は口縁部形態に着

目すると、３つに細分することができる（Ⅰ a～ｃ）。

胎土もそれらの類型に伴ない、異なっている。

Ⅰ類 　貝殻条痕文土器

　－ａ　直線的にのび、口縁端部は、先細りである

（101・102）。

　－ｂ　直線的にのび、口縁端部は面を持つ（104

～ 106）。

　－ｃ　口縁部は外反し、端部は丸くおさまる。　

非常にもろい胎土である（107 ～ 109）。

Ⅱ類 　無文土器（110）

口縁部は直線的にのび、端部は丸い。器壁は薄い。

調整はナデ調整。

　Ⅰ－ｂ類の土器は集石遺構 5・6付近で出土して

いるものが比較的多く、Ⅰ－ｃ類は集石遺構 1～ 4

が集中する近くの土器集中区で出土している。よっ

てⅠ－ｃ類・Ⅰ－ｂ類の土器がそれぞれの集石遺構

に伴う土器である可能性が高いと思われる。

　石器は、調査区内に散在した状態で石鏃 4点、

剥片1点、磨石1点が出土している。石鏃の石材は、

チャート、黒耀石Ｅなど様々である。

　A区の地形は、南半で平坦面を保ち、北半で斜面

となる。そして平坦面においてのみ、遺構・遺物が

確認された。確認調査の際に、この平坦面のさらに

南側の調査を行っている（第２図参照・確認調査 E

区）。天地返しにより、本来の土層は確認できなか

ったが、露頭より赤化礫が確認されている。このこ

とから、縄文時代早期における生活面は、さらに南

側にも広がっていた可能性が高いと思われる。

　今回調査した範囲内においては、土器の量も、お

そらく 4個体ほどで、そのほとんどが貝殻条痕文

土器で占められている。石器についてもその量は僅

かであることから、短い時期幅での生活形態が想定

される。
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第 25図　集石遺構実測図（Ｓ＝ 1／30）

表 4　集石遺構一覧表

0 1ｍ

規模
（ｍ）

掘込の深さ
（ｍ） 配石 礫の粗密 総重量

（ｇ）
総個数
（個）

石材別重量比率（％）

尾鈴山酸性岩類 砂岩 ホルンフェルス その他

集石１ 1.17×1.07 （0.14） なし 密 55,509 256 72.0 23.2 4.7 0

集石２ 0.67×0.78 なし なし 疎 5,567 63 3.9 69.6 26 0.3

集石３ 0.69×0.73 なし なし 疎 7,279 147 14.5 42.7 41 1.66

集石４ 0.75×1.18 なし なし 疎 8,310 61 32.0 18.1 25.3 0

集石５ 1.43×0.87 なし なし 疎 8,895 112 17.8 51.2 30.8 0

集石６ 0.53×0.33 （0.05） なし 疎 3,820 44 11.7 68.8 19.3 0
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第 26図　縄文時代早期遺物実測図（101 ～ 110，116 はＳ＝ 1／3　   111 ～ 115 はＳ＝ 1／2）
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第６節　その他の出土遺物
【戦争関連遺物】

　戦時中の遺物として、口径 12.7 mmの弾頭が２

点出土している。Ⅱｂ層からの出土ということもあ

り、表土・Ⅰ層（アカホヤ）の約１ｍを貫通したこ

とになる。銃撃の威力の大きさを感じさせる。また、

これらの弾頭のまわりの土は焼けて赤化していた。

新田原飛行場が近いこともあり、激しい爆撃があっ

たことが想定される。

　また、次に触れる土坑内から、戦時中の統制番号

が付されていると思われる陶器（茶碗）が１点出土

している。破損してはいるが、高台裏に「 」と思

われる押印があり、岐阜東濃地方産が想定される。

【昭和２０年代後半～３０年代の遺物】

　永牟田第２遺跡

では、現代の土坑

（ゴミ穴）から昭

和の生活を知り得

る生活雑貨が多数

出土した。出土品

の内訳は、表５の

通りである。なお、

出土場所付近には、

住居の基盤となるようなものは検出されておらず、

土坑のみを単独で検出している。

時期の認定
　出土品の中には、製造・販売元がわかるものがあ

り、各メーカーに問い合わせた。

　その結果、各メーカーのご協力により、おおま

かながら年代幅を決める手がかりを得ることができ

た。

①　パイロット１オンスインキボトル

製造期間：昭和２４年９月～昭和３４年１２月

②　製造：小林製薬　商品名：タムシチンキ

※　戦時中の資料に、永牟田第２遺跡出土品と類

似したデザインで陶器製の資料あり。

③　製造：イカリソース　３５０ｍｌ瓶

製造期間：昭和１５年以降　昭和３１年以前

※　イカリの図柄は昭和１５年以降使用のもの。

※　昭和３１年以降の瓶については、○正マーク
が付くようになる。

④　製造：サンスター歯磨（株）　購売：塩野義製薬（株）

商品名：グリーンサンスターシオノギ

※　昭和２７年のヒット商品

⑤　製造：東洋醸造（現旭化成）　

製品名：４５ウィスキー

※　昭和２０年～製造

（①～④は各メーカーの御協力による）
（①は年代がほぼ確定できているが、これは製造期間
であり、販売・流通期間とは異なる）

　これらの年代から、昭和 20 年代後半～ 30 年代

頃において、土坑が掘られ、ゴミとして投棄された

ことが想定される。

　その他、茶碗や湯飲み類も多数出土しており、そ

の絵付け方法としては、手描き、吹き付け、上絵付

け、色銅板転写の技法が見られ、明治から昭和初期

段階からのものが混在していると思われる。

　必然的に、耐久年数の長い茶碗等の陶器類につい

ては、戦前からのものが多くを占め、消耗品である

歯磨き粉・インクや食品類等についてはより投棄年

代に近いものが含まれることになる。

第 27図　統制陶器実測図（Ｓ＝ 1／3）

弾頭写真

第 28図　土坑位置図

0 5cm
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かまどについて
　出土したかまどは移動式のもの（第29図117～

119）であり、煙突の取り付口を持つ形態が特徴的で

ある。117と118を組み合わせての使用が想定される。

　現在でもこのタイプのかまどは鋳物産業の盛んな埼

玉県川口市において、鋳物製のものが製造・販売され

ている。この商品の利点としては、籾殻を燃料として

使用でき、燃料効率が良いことであるという。

　本遺跡より出土したかまどについて、作業員に聞き

取り調査を行ったところ、興味深い話があった。「子

供の頃、婦人会の会合に同行した際に、販売員のよう

な人が売りに来た。薪でなくても、籾殻を燃料にでき

るのが売りであった」（昭和12年生まれ・新富町・女性）

　このかまどが、土坑が掘削され、ゴミが投棄された

と想定される昭和20年代後半～30年代の時期に近

い頃のものであるとするならば、この時期は、国や県

が主体となり「農家の生活改善」の一環で、「かまど

の改善」が推進されていた時期と重なる。農村におけ

る従来のかまどの煙による人体への影響の軽減、燃料

の節約、炊事時間の短縮による家事労力の軽減がその

主な目的であった。

　宮崎県においても、昭和23年から「農業改良普及

事業」として、安定的な農業支援の一環として、農村

生活の改善に関わる指導・支援を行う事業が行われて

いる。生活改善指導者・生活改良普及員に向けた「生

活改善のしおり」が昭和27年に刊行されている。そ

の中で “台所の改善” の “かまど” の項目では、従来

のかまどの欠点を挙げた上で、改良の要点を掲げてい

る。中でも、燃料の節約については大きな問題であっ

たようであり、燃料節約の四原則が掲げられている。

また、昭和34年には財団法人資源協会からは、『農家

の炊事用かまどの効率化について』と題して、かまど

改良に関する調査報告および、熱効率の良いかまどの

考案がなされている。

　ただこれらの資料の中で「改良かまど」として挙げ

られているかまどの形態は、移動式のものではなく、

煉瓦やタイル貼りのいわゆる備え付けのものである。

よって、永牟田第２遺跡出土のかまどを、直接「かま

ど改善」の一環のものと考えることはできないが、こ

の時期、全国各地で様々な、改良かまどが考案されて

おり、その種類は、農林省生活改善課の調査によると、

約600種にも及んだという。各地域によりかまどに

対するニーズは様々であり（静岡県の例ではどんな燃

料でも燃えるもの、採暖兼用のもの、耐久力のあるも

の等）、それに即したかまどが作られていたという。

　よって、今回出土したかまどが、どのような状況の

もと、どのような地域で普及していたのかを、製造元・

流通も含め、引き続き調査を行っていく予定である。

表５　その他の出土遺物内訳および年表

瓶類 薬・化粧品等 個数 文具 個数 食品 個数
タムシチンキ（小林製薬） 1 １オンスインキボトル（パイロット） 3 イカリソース３５０ｍｌ瓶 1
目薬瓶（両口式点眼瓶） 1 インク瓶（ニッサン）　断面台形 1 ４５ウィスキー（東洋醸造） 1
シボレーオリーブ 1 インク瓶（ニッサン） 1 リボンシトレン 1
みやこ染め（染料） 1 インク瓶蓋（アテナインキ） 1 ラムネ瓶 1
パコイン（薬？） 1 ※パイロットの瓶の蓋に代用 その他 少量
その他化粧瓶 少量

その他 茶碗(飯椀15・汁椀4）・湯飲み5・皿10 多数 花瓶 1 単一電池 1
すり鉢 1 歯磨き粉 2 瓦・モルタル 少量
仏餉具 1 歯ブラシ 2 動物の骨・蛎の貝殻 少量
かまど 2 バリカン 1

製　造 名　称 1912 ～ 1925 1926 ～ 1940 1941 1942 1943 1944 1945 1946 1947 1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 ～ 1956 ～ 1959 1960 1961 ～ 1969 1962 1963 ～ 2004
明治 大正1 大14 昭和1 昭15 昭16 昭17 昭18 昭19 昭20 昭21 昭22 昭23 昭24 昭25 昭26 昭27 昭28 昭29 昭31 昭34 昭35 昭36 昭44 昭37 昭38 平成16

岐阜東濃地方 統   制   陶   器

永
牟
田
第
２
遺
跡
よ
り
出
土

小   林   製   薬
（株） タムシチンキ

  明治２７年製造開始
敵性語実施期間 処方変更

パイロット １オンス
インキボトル

製造期間

サンスター歯  磨
（株）

サンスター
グリーン

昭和２７年のヒット商品 昭和44年販売者塩野
義製薬（株）と分離

東   洋   醸   造
（ 現 旭 化 成 ）

45
ウィスキー

平成４年旭化成に
吸収合併

イカリソース
（株）

350ml
ビン

永牟田出土のイカリマークは昭和１５年～
計量法改正

  製造　　   販売・流通（予測）　　   製造（予測）　
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第 29図　その他の遺物実測図（117 ～ 119，122 はＳ＝ 1／5　   120，121 はＳ＝ 1／3）
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第Ⅳ章　まとめ

　永牟田第 2遺跡では、後期旧石器時代における

AT下位 2枚、上位 2枚の計 4枚の文化層と、縄文

時代早期の文化層を確認することができた。

後期旧石器時代
　文化層ごとの出土遺物・遺構は以下の通りである。

第１文化層（10 段階編年第１段階）

　礫塊石器群＋礫群２基

第２文化層（10 段階編年第 2段階）

　剥片石器類・礫塊石器群＋礫群５基

第３文化層（10 段階編年第 5～ 6段階）

角錐状石器・横長剥片素材のナイフ形石器＋礫群

４基

第４文化層（10 段階編年第 9段階）

　細石刃・細石刃核

　第 1文化層においては、非常に密集度が高い礫

群が検出された。使用している礫もホルンフェルス

が主体であり、他の文化層の礫群とは異なる状況が

見られた。

　第2文化層では、環状に礫が広がり、礫群を形成

している。この礫群の西半分では石器ブロックを含

むほか、敲石・敲石状礫が多く出土するなど、石器

の集中がみられた。石器は縦長や寸詰まりの剥片石

器を多く含み、石器ブロック１では、寸詰まりの剥

片を素材とし、スクレイパーの製作を行っている。

この時期、礫群はA区全体に広がり、遺物も集中す

ることから、本遺跡でのピーク時期であると思われる。

　第 3文化層においては、2つのエリアに分かれて

検出された礫群に伴い石器が出土している。エリア

1では、製品石器と小型の剥片類が中心となり、エ

リア 2においては、石器ブロックを含み、大型剥

片類で占められるという二つの様相が見られた。

　エリア1では角錐状石器やナイフ形石器などの製

品石器が出土している。同段階の文化層が、本遺跡

と谷を挟み対峙する勘大寺遺跡（一次調査）の第Ⅱ

文化層においても確認されており、角錐状石器を製

作した石器ブロックが検出されている。本遺跡のエ

リア 1からは、幅広の剥片を剥いだ石核や剥片の出

土はあるものの、積極的な石器製作の場としては考

えづらい。この段階に石器製作の場であった勘大寺

遺跡に対して、本遺跡は、消費地的な性格が強い。

　第４文化層においては、細石刃製作のブロックが

確認されている。出土した細石刃核は、黒耀石の小

礫を使用しており、頭部調整を施し、複数作業面を

持つものが大半を占める。中でも細石刃核と打面再

生剥片が接合できたことは、大きな成果であると言

える。その他、船野型も１点出土しているが、黒耀

石製のものと層位的にも平面的にも重複して出土し

ており、さらに第 3文化層の遺物も重複している

ことから、その共伴関係については言及できない。

　また、AT 上位と下位においては、遺構・遺物の

分布に異なる状況が見られた。A区北半（斜面下方）

での分布は、AT 下位の第 2文化層でのみ見られ、

AT上位になるとその分布は、斜面上方のみに限定

される。地形的には AT上面の段階では、A区北半

は急斜面になるのに対し、AT 下面においては緩斜

面である。よって地形的な要因が生活空間にも影響

を与えていた可能性も考えられる。

　近年、宮崎県では 10段階編年が組まれている（旧

石器談話会 2005）。これを、永牟田第 2遺跡の文

化層に対応させると、第 1文化層は第 1段階、第

２文化層は第 2段階、第３文化層は第 5～ 6段階、

第 4文化層は第 9段階にそれぞれ位置づけられる。

縄文時代早期
　縄文時代早期では、貝殻条痕文土器が主体となり、

それに伴うと思われる集石遺構が 6基検出された。

　また隣接する谷部に位置する永牟田第1遺跡におい

ても、集石遺構が1基確認されており、石鏃・剥片等

が出土している。その他、昭和56年に新富町により

遺跡詳細分布調査が行われた永牟田遺跡（第1図参照）

も谷部に位置し、遺構の検出は見られなかったものの、

チャート製無茎鏃、チャート製チップ約500点、貝

殻条痕文土器約40点が出土している。　

　遺跡の立地や、検出された遺構、出土遺物は、そ

の時期の生活の場や生活形態を考えるにあたり、重
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要な要素であると思われる。

　近隣の遺跡において、縄文時代早期における遺跡

での遺構のセット関係を抽出したところ、5類に分

けることができた。　　　　　　　　    　

　なお遺構のセット関係については、概要報告書（堀

田編 2004）にて考察がある。

１類 　集石遺構＋炉穴＋落とし穴状遺構

２類 　集石遺構＋炉穴

３類 　集石遺構のみ

４類 　集石遺構+落とし穴状遺構

５類 　落とし穴状遺構のみ

　これらの類型には土坑が伴うものもある。

　１類・２類の炉穴を持つ遺跡は、石斧や台石等の

石器が組み込まれ、石器組成が複雑になる傾向がある。

　しかしながら、１類・２類の中でも唐木戸第３・

上新開遺跡・別府原・尾小原（三次）遺跡などのよ

うに、非常に豊富な石器組成を持つ遺跡と、長薗原、

唐木戸４のように、簡素である遺跡がある。また、

４・５類の少数の集石遺構と落とし穴、または落と

し穴のみの遺跡は、土器を伴わない遺跡が多くを占

め、石器の組成も単純であるという傾向が見られる。

　炉穴の存在する時期として、貝殻条痕文土器に集

中するという論考もある（柳田・日高 2003）。そ

の傾向はあるものの、石器の組成にも目を向けると、

時期的な傾向性と合わせて、生活形態の差異も見ら

れるのではないかと思われる。

　本遺跡においては、少数の集石遺構と少量の土器

と石器が検出されており、3類にあてはまる。小規

模で短い時期幅での人の動きが想定される。

立地Ａ：舌状に延びる台地縁辺　Ｂ：台地・丘陵上　Ｃ：谷部

類
型 遺跡名 立地 調査面積

（㎡）

遺構 石器 土器

集石 炉穴 落穴 土坑 石鏃 スクレ
イパー 石斧 石核 剥片 敲石 石皿・

台石 磨石 無文 撚糸 円筒 平栫 前平 条痕 押型

１
類

唐木戸第３ Ｂ 2,900 23 8 1 22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上新開 Ａ 4,800 5 5 1 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長薗原 Ａ 10,474 7 34 9 ○ ○ ○

２
類

尾小原（三次） Ａ (2,400) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
別府原 Ｂ 7,950 48 307 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
内城跡 Ａ 12,000 14 22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

唐木戸第４ 河岸
段丘上 7,012 23 7 ○ ○ ○ ○

音明寺第１ Ａ 5,500 9 1 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
音明寺第２（二次） Ａ 5,700 0 3 1 4 ○ ○ ○ ○ ○
上ノ原 Ａ 11,002 16 38 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
向原第１ Ａ 2,600 19 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○

３
類

永牟田第２ Ａ 2,000 6 4 ○ ○ ○ ○ ○
永牟田第１ Ｃ 1,800 1 ○ ○ ○ ○ ○？
東畦原１（三・四次） Ｂ 6,800 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東畦原第３ Ａ 5,900 3 1 ○ ○ ？
西ヶ迫 A～Ｂ 920 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
春日地区２ Ａ 1,422 4 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４
類

勘大寺（一次） Ｂ 2,500 1 2 ○ ○
西畦原（三次） Ａ 3,700 4 3 3 ○ ○
西畦原２（一次） Ａ 7,500 １（２） 1 1 ○ ○
唐木戸第１ Ａ 7,500 ３？ 12 ○ ○ ○ ○ ○
唐木戸第２ Ａ 4,200 １？ 2 ○ ○
牧内第２ Ａ 5,300 1 1 ○ ○ ○ ○
下屋敷 Ｂ 11,657 3 4 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

５
類

尾小原（二次） Ａ 5,000 4 1 ○ ○ ○
東畦原第１（二次） Ａ 5,400 
東畦原第２ Ｂ 7,100 1 1 ○ ○ ○ ○

そ
の
他
牧内第１ Ｂ 4,900 ◎ ○

表６　遺構分類および石器組成表
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その他の出土遺物
　土坑から出土した遺物を、インク瓶等の年代から

時期を推定することにより、その他の遺物、特にか

まどについては時代背景と合わせて「かまどの改善」

について触れた。

　今回、各製造メーカーのご協力により、その製造

時期等の情報を得られることができたが、また同時

に、必ずしも詳細な記録が保管されている状況には

ない、ということも分かった。世代交代が進み、情

報が製造・販売に従事した社員の方の実体験に基づ

く記憶の中でしか残らないことに危機感を抱いた。

現に、急速に進む社会変化の中、昭和 20年代後半

から 30年代の、つい最近ともいえる時代の道具や

社会状況についても、我々にとっては無知なことば

かりである。よって、今回は昭和 20年代後半から

30 年代という時代の遺物を、その社会背景も含め

ての記録保存という意味も込め、多少、詳細な報告

を行った次第である。
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表７　土器観察表

確認調査

番号 注記番号 出土
層位 種別 類型 器種・

部位
法　量（ｃｍ） 調　整 色　調

胎　土 備　考
口径 胴部最大径 底径 残存高 外面 内面 外面 断面 内面

1 － － 土師器 － 胴部 － － － 5 刷毛目 摩滅 灰白
（10YR8/2)

灰白
（10YR8/2)

灰白
（10YR8/2)

緻密な胎土に１～
２㎜の灰・赤褐・白
色の砂粒を少量含
む

－

2 － － 土師器 － 胴部 － － － 5.9 摩滅により
不明 刷毛目？ 浅黄橙

（7.5YR8/6)
橙

（5YR7/8)
灰

（5YR6/1)

緻密な胎土に１～5
㎜の灰・赤褐・白色
の砂粒を少量含む

－

3 － － 土師器 － 底部 － － 5.4 1.1
回転による
底部切り離
し

回転ナデ 橙
（7.5YR7/6)

橙
（7.5YR7/6)

橙
（7.5YR7/6)

1㎜以下の灰白・赤
褐・白色の微粒子
を僅かに含む

擬似糸切り。

4 － － 陶器 － 土瓶・
口縁部 14 － － 4.5 施釉 施釉

施釉：
オリーブ黒
（10YR3/2)

橙
（2.5YR6/6)

黒褐
（7.5YR3/1）
～にぶい橙
(2.5YR6/3)

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む

口唇部の釉は拭き
取られている。

5 － － 陶器 － 土瓶・
底部 4.8 － 5 5.2 カキメ（底

部は露胎） 施釉 にぶい赤褐
（2.5YR5/4)

橙
（2.5YR6/6)

黒褐
（7.5YR3/1）
～にぶい橙
(2.5YR6/3)

1㎜前後の白色・灰
白・透明粒多く　1
㎜以下の黒色光沢
粒ごく僅か

平底・無施釉部分に
のみススの付着あ
り。

縄文土器

番号 注記番号 出土
層位 種別 類型 器種・

部位
法　量（ｃｍ） 調　整 色　調

胎　土 備　考
口径 胴部最大径 底径 残存高 外面 内面 外面 断面 内面

101 37・38 Ⅱｂ 貝殻
条痕文 Ⅰ 口縁部 12 － － 5.9 条痕（横）

ミガキ口縁
端部付近：
丁寧なナデ

橙
（5YR6/6)

にぶい黄橙
（10YR6/4)

橙
（5YR6/6)

1㎜弱の黒色・白色・
灰白・透明粒やや多
く　1㎜以下の黒色
光沢粒少量

補修孔あり。

102 114 Ⅱｂ 貝殻
条痕文 Ⅰ 胴部 － 16.8 － 7.3 条痕（斜め）丁寧なナデ 橙

（5YR6/6)
灰黄褐

（10YR6/2)
にぶい黄橙
（10YR6/4)

1㎜弱の黒色・白色・
灰白・透明粒やや多
く　1㎜以下の黒色
光沢粒少量

－

103 88 Ⅱｂ 貝殻
条痕文 - 底部 － － 4.4 5 ミガキ ナデ にぶい黄橙

（10YR6/4)
褐灰

（10YR5/1)
にぶい黄橙
（10YR6/3)

1㎜以下の白色・灰
白色粒子多く －

104 ７・8 Ⅱｂ 貝殻
条痕文 Ⅱ 口縁部 25.4 － － 4.5

斜め（右下→
左上）方向の
条痕

端部付近：
横ナデ？
口縁部下：
ナデ→磨き

橙
（5YR6/6)

褐灰
（10YR4/1)

橙
（5YR6/6)

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む

補修孔あり・軽量感
あり。接合単位によ
る割れか？

105 Ｓ５－３ Ⅱｂ 貝殻
条痕文 Ⅱ 胴部 － － － 4.9

斜め（右下→
左上）方向の
条痕

丁寧なナデ にぶい橙
（7.5YR7/4)

褐灰
（10YR5/1)

にぶい橙
（7.5YR7/4)

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む

接合単位による割
れか？

106 107 Ⅱｂ 貝殻
条痕文 Ⅱ 底部付

近か？ － － － 3.7 ミガキ 不明 橙
（7.5YR7/6）

褐灰
（10YR4/1）

橙
（10YR7/6）

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む

接合単位による割
れか？

107 T1カ Ⅱｂ 貝殻
条痕文 Ⅲ 口縁部 24.5 － － 4 条痕 ナデ？ にぶい黄橙

（10YR7/4)
褐灰

（10YR4/1)
にぶい黄橙
（10YR7/4)

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む 風化激しい。

108 ナガムS
（土器集中）Ⅱｂ

貝殻
条痕文 Ⅲ 胴部 － 18.9 － 8.1 条痕 ナデ 浅黄橙

（10YR8/4)
黒褐

（7.5YR1/3)
にぶい黄橙
（10YR７/3)

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む 風化激しい。

109 ナガムS
（土器集中）Ⅱｂ

貝殻
条痕文 Ⅲ 胴部 － 18.9 － 8.1 条痕 ナデ 浅黄橙

（10YR8/4)
黒褐

（7.5YR1/3)
にぶい黄橙
（10YR７/3)

1㎜以下の白色・灰
白粒子を少量含む 風化激しい。

110 4 Ⅱｂ 無文
土器 Ⅳ 口縁部 15 － － 5.2

ナデ
（口縁端部
はミガキ
か？）

ナデ
橙（5YR6/6)
～にぶい橙
（7.5YR5/3)

にぶい褐
（10YR5/3)

橙（5YR6/6)
～にぶい橙
（7.5YR5/3)

1㎜前後の白色・灰
白・透明粒多く　1
㎜以下の黒色光沢
粒ごく僅か

－

その他の遺物

番号 注記番号 出土
層位 種別 類型 器種・

部位
法　量（ｃｍ） 調　整 色　調

胎　土 備　考
口径 胴部最大径 底径 残存高 外面 内面 外面 断面 内面

117 － － かまど － 体部 40.4 35.2 24.6 15.3
ナデ

口縁部には
雷文が巡る

回転ナデ にぶい黄橙
（10YR5/4）

にぶい黄橙
（10YR5/4）・
割面に煤の
付着あり

にぶい黄橙
（10YR5/4）硬くしまっている

割面にも煤の付着が
見られ、破損後も針
金等で固定して使用
していたと想定され
る。口縁部内外面、
煙突を取り付ける口
内面に煤の付着。煙
突取付け口の直径は
７㎝。

118 － － かまど － 体部 31.7 29 27.3 26.7
ナデ

口縁部には
雷文が巡る

回転ナデ 橙
（7.5YR6/6）

にぶい黄橙
（10YR5/4）

にぶい黄橙
（10YR5/4）硬くしまっている

外面、口縁部・底部
付近には煤の付着あ
り。胴部には見られ
ない。外面には、溶
けた粘土のようなも
のが付着している。

119 － － 蓋 － 蓋 － － － 7.1 杭抜きの取
手が付く 回転ナデ にぶい黄橙

（7.5YR6/4）
にぶい黄橙
（7.5YR6/5）

にぶい黄橙
（7.5YR6/6）硬くしまっている －
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表８　石器観察表

第1文化層
番号 注記番号 器　 種 グリッド エリア 層 石材 重さ（ｇ） 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 所　　見

6 P36－2 敲石 B4 エリア1 Ⅹ中 F 337.9 9.7 6.5 3.7 長軸二方向に使用痕あり。

7 P35－6 敲石 B4 エリア1 Ⅹ中 F 248.9 10.2 5.8 2.8 長軸一方向に使用痕あり。

8 P32－1 台石 B4 エリア1 Ⅸ G 5500 18.2 27.6 9.6 やや不明瞭ではあるが、上面に使用痕あり。

第2文化層
番号 注記番号 器　 種 グリッド エリア 層 石材 重さ（ｇ） 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 所　　見

接合資料1 889・898・770・771・772・
773・874・893・902・P16－15 接合資料 A4

エリア1

Ⅸ中～下 A 96.2 6.3 6.7 3.4 スクレイパーを作成する剥片の接合資料。

9 898・770・771・772・874・
893・902・P16－15 接合資料 A4 Ⅸ中～下 A 46.6 5.8 6 1.7 接合資料1の中で、スクレイパー作成のための剥片。

10 773 剥片 A4 Ⅸ上 A 18.6 4 5.3 1.7 目的剥片。

11 895 剥片 A4 Ⅸ下 A 6.7 4.9 2.8 1 目的剥片。

12 P16－14 剥片 A4 Ⅹ上 A 25.3 4.9 5.7 1.4 小型で寸詰まりの剥片。目的剥片であると考えられる。

13 898 スクレイパー A4 Ⅸ中 A 17.4 4.2 4.2 1.5 刃部の加工途中にて、欠損。

14 907 剥片 A4 エリア1 Ⅹ上 A 21.9 5.1 3.8 1.3 小型の寸詰まりな剥片。

15 890 剥片 A4 エリア1 Ⅸ下 B 19 4.3 4.4 1.8 小型の寸詰まりな剥片。端部は欠損。

16 970 剥片 C3 エリア1と2の間 Ⅸ中 C 15.7 3.7 4.7 1.0 先細りの縦長の剥片。端部は欠損。

17 903 剥片 A4 エリア1 Ⅹ上 B 24.6 6.1 4.3 1.3 先細りの縦長の剥片。

18 956 剥片 A4 エリア1 Ⅸ中 C 15.1 6.5 2.7 1.3 先細りの縦長の剥片。

19 964 剥片 B3 エリア1 Ⅸ下 C 27.6 6.8 3.9 1.5 先細りの縦長の剥片。

20 948 剥片 A4 エリア1 Ⅸ中 C 11 4.3 3.1 1.1 先細りの小型剥片。

21 996 剥片 D4 エリア1 Ⅸ中 C 21.3 5.9 3.5 1.3 小型の縦長剥片。作業面調整あり。

22 959 剥片 C4 エリア1 Ⅸ下 C 70.9 8.6 5.3 2.1 縦長剥片。作業面調整あり。

23 774・904・892 剥片（接合資料） A4 エリア1 Ⅸ上 B 151 8.9 9.8 1.9 大型剥片の接合資料。

24 P45－1 剥片 C4 エリア1 Ⅸ下 A 51.3 3.9 2.3 1.2 先細りの小型の剥片。稜上調整あり。

25 50－13 原石 B5 エリア1 ⅩⅠ 黒（C） 8.0 2.5 1.30 0.7 風化している。

26 1028 石核 B5 エリア1 Ⅹ中 D 201.1 6.0 8.8 3.7 打面調整あり。

27 P50－12 石核 B5 エリア1 ⅩⅠ D 350.0 8.0 8.7 3.80 礫の縁辺から、剥離を施す。

28 954 石核 B4 エリア1 Ⅸ中 B 77.1 6.5 5.6 2.5 分割面を打面とし、剥離を行う。

29 971 スクレイパー A4 エリア1 Ⅸ下 D 190.0 9.2 6.7 3.9 調整剥片と接合する。

30 888 礫器 B4 エリア1 Ⅸ中 D 557.9 11.5 7.7 5.2 調整は、敲打によるものか、風化によるものかは不明。

31 P9－8 礫器 B4 エリア1 Ⅹ下 O 370.2 9.9 8.5 3.1 風化が激しい。

32 P52－12 剥片 D2 エリア3 ⅩⅠ下 D 285.1 9.8 9.5 3.3 大型の剥片。

33 P52－11・P52－14 剥片 D2 エリア3 ⅩⅠ下 D 155.1 7.0 9.1 2.8 大型の剥片。

34 P9－1 敲石 B4 エリア1 Ⅹ下 S 387.1 10.0 6.4 4.5 長軸2面に敲打痕あり。

35 P23－22 敲石 D3 エリア2 Ⅹ下 S 210.4 10.2 4.6 3.2 長軸1面に敲打痕あり。

36 P21－2 敲石 C3 エリア1・2間 Ⅹ中 S 197.3 8.3 4.4 3.5 長軸2面に敲打痕あり。

37 P36－4 敲石 B4 エリア1 Ⅹ中 S 196.2 5.0 2.9 2.4 長軸1面に敲打痕あり。

38 P49－2－13 敲石 B5 エリア1 ⅩⅠ S 111.2 7.2 4.2 3.0 長軸1面に敲打痕あり。

39 969 敲石 B3 エリア1 Ⅹ中 S 123.6 7.9 4.1 2.9 長軸2面に敲打痕あり。

40 P43－2 敲石 C4 エリア1 ⅩⅠ S 271.6 11.9 4.4 3.4 長軸2面に敲打痕あり。

41 952 敲石 B4 エリア1 Ⅸ中 S 225.7 6.3 6.1 4.6 長軸2面に敲痕あり。

42 P9－11 敲石 B4 エリア1 Ⅹ下 S 253.5 7.0 5.2 5.5 長軸2面と1側面に敲打痕あり。

43 P24－11 台石 C2 エリア2 ⅩⅠ O 3500.0 29.4 13.6 8.3 敲打痕が顕著に残る。

第3文化層
番号 注記番号 器　 種 グリッド エリア 層 石材 重さ（ｇ） 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 所　　見

44 758 角錐状石器 C5 エリア1 Ⅵ上 A 56.0 （4.3） 2.0 1.4 縦長剥片素材。先端部欠損。

45 497 角錐状石器 B5 エリア1 Ⅳ上 C 22.0 (2.9) 1.4 1.0 縦長剥片素材。先端部欠損。

46 333 角錐状石器 C5 エリア1 Ⅴ上 黒（C） 16.5 (3.1) 1.3 0.9 幅広剥片素材。先端部欠損。

47 274 角錐状石器 C5 エリア1 Ⅳ中 A 29.7 4.1 1.7 1.1 幅広剥片素材。成形のための二次的な加工後、稜上からの調整あり。

48 980 角錐状石器 B5 エリア1 Ⅵ上 黒(A） 6.4 2.4 1.0 0.7 成形のための二次的な加工後、左側縁には、先端部にかけて微細剥離が見られる。

49 ナガム2 ナイフ形石器 ＊ ＊ ＊ A 55.9 6.3 2.0 1.1 国府型ナイフ。右側縁には、細かな剥離が見られる。

50 628 ナイフ形石器 B5 エリア1 Ⅳ中 A 27.3 (3.5) 1.4 1.3 幅広剥片素材によるナイフ形石器。欠損品。右側面は、平坦剥離後、周縁に細かな剥離を施す。

51 839 ナイフ形石器 B5 エリア1 Ⅳ中 A 14.0 3.7 1.1 0.9 幅広剥片素材による、小型のナイフ形石器。

52 868 二次加工剥片 B5 エリア1 Ⅴ下 黒（B） 14.4 2.8 1.1 0.8 断面三角形で、表面側からの剥離が顕著である。

53 272 剥片 D5 エリア1 Ⅳ中 A 42.8 2.6 3.9 1.3 幅広の剥片。作業面調整あり。

54 547 石核 C5 エリア1 Ⅴ下 B 32.1 4.1 3.5 2.4 裏面を打面として、求心的な剥離を行う。断面三角形である。

55 247 石核 A4 ー Ⅳ上 A 486.6 11.3 7.8 4.7 幅広の剥片を獲得。

56 249 石核 A4 ー Ⅳ上 D 214.4 8.5 6.5 3.2 作業面調整あり。

57 930 石核 B5 ー Ⅵ上 C 124.6 6.2 6.4 3.6 礫面除去のための剥片と接合。

58 250 剥片 A4 ＊ Ⅳ上 D 44.1 6.9 4.3 1.5 片面に礫面を残す。

59 594 剥片 B5 エリア1 Ⅳ上 D 44.0 5.6 2.1 0.7 片面に礫面を残す縦長の剥片。

60 271 剥片 D5 エリア1 Ⅳ中 A 107.0 5.5 4.6 0.8 寸詰まりの剥片。作業面調整あり。

61 457 剥片 C5 エリア1 Ⅵ中 A 18.3 6.1 3.4 1.3 作業面調整なし。右側縁に微細剥離痕あり。

62 441 二次加工剥片 C5 エリア1 Ⅵ上 D 97.4 7.8 8.5 2.0 大型の剥片素材で、表・裏面に二次加工が施される。

63 793 削器 B5 エリア1 Ⅳ中 D 6.2 5.6 8.2 1.7 縦長剥片素材。

64 279・300・467 掻器 C5 エリア1 Ⅳ C 90.1 8.8 6.6 2.0 刃部の剥離面に、潰れが生じている箇所あり。

65 448 台石 C5 エリア1 Ⅴ下 Ｓ 1567.2 20.3 11.9 4.4 敲打痕が顕著に残る。

接合資料2 P4‐4・P4‐21・P4‐33・P4‐29・P4‐18・P4‐10・307・413・315 接合資料 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 530.8 12.5 11.5 4.8 礫の分割面を作業面として、剥片剥離。

66 P4－4 石核 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 350.3 9.8 9.2 4.2 片面に礫面を残す。

67 413＋307 剥片 C4 エリア2 Ⅵ上 D 32.4 5.2 10.1 0.8 折れによる接合。幅広で薄い剥片。

68 P4－18 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 17.9 5.0 6.4 1.1 幅広で、やや厚めの剥片。

69 P4－21 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 28.1 4.8 5.1 1.7 分割面を打面として、剥離。

70 P4－29 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 10.1 4.6 3.1 1.4 唯一、もう片方の分割礫からの剥片。

71 P3－28 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 64.8 7.0 7.4 1.3 大型の不定形剥片。端部に礫面が残る。

72 P3－18 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 118.1 6.1 8.1 2.3 大型の剥片。作業面調整あり。

73 P3－19 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 193.4 7.0 8.6 3.3 大型の剥片。作業面調整あり。右側面に礫面を残す。

74 P5－3 剥片 C3 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 102.5 9.0 5.6 2.3 大型の不定形剥片。風化が激しい。

75 P4－22 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ D 26.1 6.8 4.3 1.5 大型の不定形剥片。風化が激しい。

76 P4－7 剥片 C4 エリア2 Ⅴ～Ⅵ E 133.0 9.0 6.5 3.1 片面と、側面に礫面が残る。
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第4文化層
番号 注記番号 器　 種 グリッド エリア 層 石材 重さ（ｇ） 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 所　　見

接合資料3 203＋219 接合資料 B5・C5 － Ⅳ上 黒（A） 4.7 2.2 1.7 1.4 A－2類：打面転移・打面再生・頭部調整あり。打面再生接合資料。

77 203 細石刃核 B5 － Ⅳ上 黒（A） 1.3 1.6 1.5 0.6 打面再生剥片。

78 219 細石刃核 C5 － Ⅳ上 黒（A） 3.4 1.6 1.6 1.4 作業面2面。

79 20？ 細石刃核 ＊ － ＊ 黒（A） 3.6 1.6 1.1 1.4 A－1b類

80 456 細石刃核 C5 － Ⅳ下 黒（A） 2.2 1.9 1.8 0.6 A－1a類

81 244 細石刃核 B5 － Ⅳ上 黒（A） 4.7 2.1 2.0 0.9 A－1a類

82 429 細石刃核 B5 － Ⅵ上 黒（A） 6.9 1.8 1.2 0.8 B類

83 231 細石刃核 C4 － Ⅲ下 黒（A） 1.7 2.5 1.1 0.8 B類

84 270・847 細石刃核 B5 － Ⅳ中 黒（A） 32.1 2.8 4.1 2.3 船野型細石刃核。

85 25 細石刃 ＊ － ＊ 黒（A） 0.1 1.1 0.6 0.2 頭部なし。

86 175 細石刃 C5 － Ⅳ上 黒（A） 0.3 1.7 0.8 0.2 尾部なし。側縁に微細剥離痕あり。

87 222 細石刃 C5 － Ⅳ上 黒（A） 0.2 1.2 0.7 0.2 礫面を残す。

88 325 細石刃 C5 － Ⅳ中 黒（A） 0.2 1.4 0.7 0.3 尾部。尾部に礫面残す。

89 365 細石刃 C5 － Ⅴ上 黒（A） 0.1 0.7 0.5 0.2 中間部。

90 684 細石刃 B3 － Ⅵ中 黒（A） 0.2 1.2 0.8 0.2 頭部。幅広である。

91 157 細石刃 D5 － Ⅳ上 黒（A） 0.1 1.3 0.6 0.1 中間部。側縁に微細剥離痕あり。

92 261 細石刃 B5 － Ⅳ上 B 0.2 1.2 0.6 0.3 頭部。

93 221 細石刃 C5 － Ⅳ上 B 0.2 1.1 0.6 0.1 中間部。

94 209 細石刃 D5 － Ⅳ中 B 0.1 1.2 0.4 0.2 中間部。

95 425 石核 B5 － Ⅵ 黒（B） 46.8 1.5 3.2 1.5 平坦な礫面を打面に、剥離を施す。

96 922 石核 C5 － Ⅳ下 黒（A） 10.3 1.4 1.5 0.9 風化している。

97 724 剥片 B5 － Ⅵ下 黒（A） 2.6 2.0 1.2 0.3 微細剥離が施される。

98 P4－62 剥片 C4 － Ⅴ～Ⅵ 黒（A） 12.2 2.5 1.7 0.7 裏面側から、細かな剥離を施す。

99 357 剥片 C5 － Ⅴ上 黒（A） 6.2 1.9 1.4 0.4 裏面側から、細かな剥離を施す。

100 766 剥片 C5 － Ⅵ中 黒（A） 2.2 2.6 1.6 0.5 作業面調整あり。

縄文時代
番号 注記番号 器　 種 グリッド エリア 層 石材 重さ（ｇ） 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 所　　見

110 2 石鏃 B5 － Ⅱb チャート 11.1 3.6 2.7 0.3 完形品。

111 477 石鏃 C5 － Ⅱb 黒（E） 3.6 1.1 1.6 0.4 脚部が片方欠損。周縁に細かな調整が見られる。

112 1 石鏃 B4 － Ⅱb サヌカイト？ 4 1.6 1.9 0.3 先端部が欠損。

113 3 石鏃 B5 － Ⅱb チャート 1.5 （1） 1.4 0.2 欠損品。

114 4 剥片 C5 － Ⅱb 黒（E） 11.0 3.9 1.6 0.4 縦長の剥片。

115 481 磨石 B5 ー Ⅱb Ｓ 405.8 7.3 7.9 5.3 表裏とも磨り面あり。

敲石状礫
文化層 注記番号 器　 種 グリッド エリア 層 石材 重さ（ｇ） 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）

Ⅰ P36－5
敲石状礫

B4
エリア1

Ⅸ中 Ｓ 126.2 7.2 4.8 3.0 

Ⅰ P36－7 B4 Ⅸ中 Ｓ 425.8 12.6 5.3 4.4

Ⅱ P10－2

敲石状礫

A4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 34.5 4.3 3.1 1.7 

Ⅱ P48－14 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 72.8 6.1 3.8 2.4 

Ⅱ P10－28 A4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 35.8 4.6 3.2 2.0 

Ⅱ P11－6 A4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 151.4 6.4 5.1 3.2 

Ⅱ P10－14 A4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 130.3 6.4 5.7 2.9 

Ⅱ P8－5 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 213.1 7.2 5.7 3.7 

Ⅱ P8－10 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 172.5 7.0 5.1 3.3 

Ⅱ P48－4 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 284.4 7.6 6.4 4.4 

Ⅱ P8－1 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 348.2 9.7 5.8 4.8

Ⅱ P10－20 A4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 263.3 7.6 6.4 4.0 

Ⅱ P9－9 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 305.2 8.6 7.5 3.6

Ⅱ P8－6 A4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 376.2 8.4 7 5.4

Ⅱ P25－7 B4 エリア1 Ⅸ下 Ｓ 150.3 6.4 4.3 4.0 

Ⅱ P25－2 B4 エリア1 Ⅸ下 Ｓ 189.1 6.0 4.9 4.9 

Ⅱ P16－3 B4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 217.8 6.8 5.5 4.6 

Ⅱ P11－1 B4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 202.5 6.9 5.2 4.4 

Ⅱ P15－2 B4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 362.1 7.1 5.4 5.7

Ⅱ P25－11 B4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 305.7 7.4 7.1 3.5

Ⅱ P18－16 C4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 160.4 12.9 4 1.9

Ⅱ P18－17 C4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 395.8 13.6 4.7 3.5

Ⅱ P19－3 C3 エリア2 ⅩⅠ上 Ｓ 390.8 7.2 6.4 5.5

Ⅱ P42－1 C3 エリア2 ⅩⅠ上 Ｓ 143.9 6.0 4.6 4.0 

Ⅱ P30－5 D3 エリア2 Ⅸ上 Ｓ 204.6 6.8 5.7 4.1 

Ⅱ P30－9 D3 エリア2 Ⅸ上 Ｓ 189.3 7.5 5.4 4.1 

Ⅱ P23－2 D2 エリア3 Ⅹ上 Ｓ 184.0 8.3 4.5 3.8 

Ⅱ P23－4 D2 エリア3 Ⅹ上 Ｓ 47.9 6.6 4 1.7 

Ⅱ P30－2 D2 エリア3 Ⅸ上 Ｓ 270.9 7.4 5.8 5.3 

Ⅱ 960 C4 エリア1 Ⅸ中 Ｓ 212.8 7.5 5.6 3.4 

Ⅱ 949 C4 エリア1 Ⅸ下 Ｓ 226.4 8.7 4.8 3.6 

Ⅱ 885 C4 エリア1 Ⅹ上 Ｓ 128.2 6.7 4.0 3.5 

Ⅱ P53－10 D2 エリア3 ⅩⅠ上 Ｓ 278 10.6 4.9 3.6

Ⅲ 293

敲石状礫

D4

－

Ⅳ Ｓ 238 8.1 5.8 3.5

Ⅲ 245 B5 Ⅲ上 Ｓ 274 14.5 5.2 2.4

Ⅲ 385 B5 Ⅳ上 Ｓ 319.7 13.6 3.8 3.7

Ⅲ 292 D4 Ⅳ上 Ｓ 229.9 10.2 4.5 3.7

Ⅲ 291 D4 Ⅳ上 Ｓ 140.1 7.7 4.8 2.5

Ⅲ 420 D4 Ⅲ下 Ｓ 363.8 7.6 7.6 4.9

Ⅲ 290 D4 Ⅳ上 その他 261.6 7.8 4.6 4.7

Ⅲ 485 D4 Ⅲ Ｓ 538.1 9.3 6.6 6.4

Ⅲ 987 D4 Ⅵ上 Ｓ 165.5 6.7 6.7 3.1

Ⅲ 750 C5 Ⅵ下 Ｓ 79.1 7.2 4.3 1.8

Ⅲ 823 C5 Ⅵ Ｓ 347.7 8.2 5.7 5.9

Ⅲ 843 B5 Ⅴ下 A 99.5 8.43 5.2 4.1

Ⅲ 287 C5 Ⅳ上 Ｓ 242.8 10.4 5.1 2.6
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永牟田第 2遺跡遠景
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第１文化層　礫群１ 第３文化層　礫群検出状況

第２文化層　礫群５ 第３文化層　礫群11

第２文化層　礫群７ 第３文化層　遺物出土状況

第２文化層　礫群検出状況 第４文化層　遺物出土状況
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縄文時代早期　遺構検出状況

集石１・散礫検出状況 集石４

集石１ 土器集中区
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第１文化層　出土遺物

第２文化層　出土遺物（1）
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第２文化層　出土遺物（2）

第２文化層　出土遺物（3）
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第３文化層　出土遺物（1）

第３文化層　出土遺物（2）
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第３文化層　出土遺物（3）

第４文化層　出土遺物
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第４文化層　出土遺物（接合資料３）

縄文時代早期　出土遺物
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